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Ⅰ．緒言
　文部科学省の保健体育審議委員会（1997）は，青少年にとっ
てスポーツ活動は人格形成に多大な影響を与えるなど，心身
両面における健全な発達に寄与するものであると指摘してい
る。このような背景のもと，スポーツ活動と選手のパーソナ
リティの形成および心理社会的スキルの獲得について様々な

研究や議論が行われてきた。
　スポーツ活動とパーソナリティに関する研究を概観すると，
徳永ら（1994）は，スポーツ活動を続けることによって日常
生活での心理的対処能力が高まることを示している。中込と
鈴木（1985）は，スポーツを行うことで生じる諸問題に対処
していくことで自我が強化され，心理的に成熟し，人格が形
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要　旨
　本研究では団体種目を専門とする新体操選手のパーソナリティ，心理的競技能力，社会的スキルについて，年代別，競技レベ
ル別に分析を試み，新体操を通じたパーソナリティの形成と心理社会的スキルの獲得について検討した。その結果，次のことが
明らかとなった。①年代別のパーソナリティについてエゴグラム・プロフィールの観点から分析した結果，中学生年代は AC 優
位の N 型，高校生年代は M 型，大学生年代は平坦型に近い右肩下がりの AC 低位型である。②新体操の競技場面は，他の競技
種目と同様に選手の心理的成長を促進する環境である。③競技レベル別に平均値の差についてエゴグラム・プロフィールの観点
から分析した結果，上位群は NP の自我状態が高位な M 型に近い平坦型であり，下位群は NP，FC，AC の自我状態が同程度
に高い平坦型である。④新体操の団体種目では自己犠牲や他者尊重を象徴する NP の自我状態が競技レベルに関係無く促進され
る。⑤年代別の心理的競技能力の平均値の差について分析した結果，自信の因子において中学生より高校生，作戦能力の因子に
おいて中学生より高校生と大学生の方が有意に高い。⑥競技レベル別に心理的競技能力の平均値の差について分析した結果，自
信と作戦能力の因子において，上位群の方が下位群より有意に高い。⑦年代別の社会的スキルの平均値の差について分析した結
果，学年進行に伴う社会的スキルの向上効果を認めた。特に問題解決スキルは，他のスキルに先行して獲得されることが明らか
となった。⑧競技レベル別に社会的スキルの平均値の差について分析した結果，トラブル処理の因子において上位群の方が下位
群よりも有意に高い。
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成されていくと指摘している。竹之内と奥田（2003）は，高
校生の運動部員を対象とした自我発達と競技レベルの関連か
ら，高自我発達者は競技レベルが高い者が多いと報告してい
る。さらに竹之内ら（2006）は，運動部活動や日常生活におい
て危機，探求，自己投入を経験することで選手のパーソナリ
ティが発達する可能性があると指摘している。加えて，中澤
ら（2017）は，青年期後期のラグビー選手を対象とした研究に
おいて，ラグビーの「All for one, one for all」の精神が，選手
の他者肯定型のパーソナリティの形成に寄与する可能性があ
ると報告している。
　選手の「精神力」を示す心理的競技能力とスポーツ活動の関
係において，徳永と橋本（2000）は，競技レベルが高い選手
ほど自信，作戦能力，競技意欲および精神の安定・集中の因
子において顕著に優れていることを明らかにしている。アル
ティメット選手の心理的競技能力を扱った瀧澤ら（2018）の研
究では，精神の安定・集中，自信，作戦能力の 3 因子の平均
値では，競技歴 5 年以上の選手が競技歴 5 年未満の選手と比
較して有意に高く，緊張を強いられる場面であってもリラッ
クスして実力を発揮し，冷静で落ち着いたパフォーマンスを
コンスタントに発揮できる可能性について言及している。
　他方，選手の対人関係能力の一側面を示す社会的スキルに
ついて，青木（2005）は，運動部所属群が無所属群および文化
部所属群よりも高い社会的スキルを有しており，運動部活動
が社会的スキルを育成する環境として有効であると報告して
いる。また，中川と新井（2008）は，中学生を対象に調査を行
い運動経験は社会的スキル獲得に有効であると述べている。
さらに橋本（2012）は，身体活動量の増加に伴う社会的スキル
の向上効果などについて報告している。
　とりわけ，ジュニアサッカー選手のパーソナリティ，社会
的スキル，心理的競技能力について調査した伊東ら（2018）の
研究結果は興味深い。そこでは，まずエゴグラムを用いて選
手のパーソナリティの形成について検討した結果，サッカー
の継続は他者志向的なパーソナリティを形成する可能性が高
いことを報告している。また社会的スキルにおいては，サッ
カー経験が問題解決スキルの向上に寄与する可能性を指摘し
ている。さらに，レギュラーまたは非レギュラーといった選
手の立場が心理的競技能力の向上に異なる影響を与える可能
性についても報告している。
　なお，上野（2011）は「単にスポーツ活動に参加するだけで
社会的に望ましいスキルが獲得されるわけではない」と述べて
いる。また，須田（2011）は「単にスポーツをしているだけで
社会性が身につくわけではなく，何らかの条件が必要なよう
である」と指摘している。つまり，これらのことはスポーツ活
動を通して習得した種々の心理社会的スキルを日常生活にも
般化するには，そのことを意識した営みが不可欠となること
を示唆しているのである。
　このようにスポーツ活動を通じた選手の心理的成長に注目
した先行研究は散見されるものの，それらは得点型や対戦型
の競技スポーツに着眼したものが多く，新体操，器械体操，

アーティスティックスイミングのような審美系スポーツに関
する研究は見られない。特に審美系の種目に限定した場合，
過剰な柔軟性が要求される競技特性から，身体の構造や受傷
など，機能解剖学的・スポーツ医学的立場からの先行研究は
認められる一方で，選手のパーソナリティなどの心理的側面
に焦点付けた研究は見当たらない。
　そこで本研究では審美系種目を代表する新体操選手の心理
的側面に注目し，先の伊東らの研究（2018）に倣い，選手の
パーソナリティ，心理的競技能力，社会的スキルについて，
世代別，競技レベル別に分析を試み，新体操を通じたパーソ
ナリティの形成と心理社会的スキルの獲得について検討する
ことを目的とした。

Ⅱ．方法
1．調査時期
　X 年 12 月。

2．調査対象者
　学校の運動部活動またはクラブチームに所属する中学 1 年
生から大学 4 年生までの団体種目を専門とする女子新体操選
手 68 名（表 1）。

3．調査方法
　フェイスシート，桂式自己成長エゴグラム（桂ら，1999，
以下エゴグラム），心理的競技能力診断検査（徳永と橋本，
2000，以下 DIPCA.3），Kikuchi’s Scale of Social Skill’s（菊池，
1998，以下 KiSS-18）を用いた集合調査法による質問紙調査を
実施した。それぞれの質問紙への回答時間は 10～ 20 分程度
であり，フェイスシートおよび全ての質問紙への回答を終え
た後，まとめて回収した。なお，調査対象者には守秘義務の
厳守および得られたデータは本研究の目的以外には使用しな
いことを説明し，データ使用の了承を得た。

4．フェイスシート
　氏名，年齢，学年，所属チーム，競技経験年数，競技レベ
ル（国際大会出場レベル，全国大会出場レベル，地区大会出場
レベル，その他の大会出場レベル）の記入を求めた。

表 1　調査対象者の内訳
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5．分析方法
　本研究では，統計分析に加え，交流分析理論に基づきエゴ
グラム・プロフィールを用いた分析も施した。
1）統計分析
　エゴグラム，DIPCA.3，KiSS-18 における各得点の平均値の
差について，年代別，競技レベル別に比較するために一要因
分散分析を行った。分散分析において有意な差が認められた
下位尺度に対して Holm 法による多重比較を行った。統計学
的解析には HAD16.012（清水，2016）を使用した。また，効
果量には，Cohen’s d とη2 を用い，Cohen （1988）や水本と
竹内（2008）に倣い，それぞれの基準を，d は Small ＝ .20 以
上 .50 未満，Medium ＝ .50 以上 .80 未満，Large ＝ .80 以上，
η2 は Small ＝ .01 以上 .06 未満，Medium ＝ .06 以上 .14 未満，
Large ＝ .14 以上と設定した。

2）エゴグラム・プロフィールを用いた分析
　デュセイ（2007）は，エゴグラムは個人の心的エネルギーの
量を示すとともに，その独特な形から個人のパーソナリティ
の理解を可能にする手段となりえると指摘していることから，
本研究ではエゴグラムの得点を図式化したエゴグラム・プロ
フィールの高さ，位置および形などに注目して検討を加えた。

Ⅲ．研究 1
目的
　先の新体操選手を調査対象者として，年代別，競技レベル
別に選手のパーソナリティの差について検討すること。

質問紙
　エゴグラムを用いた。エゴグラムは，1957 年にエリック・
バーン博士が提唱した交流分析理論に基づき，場面や状況に
よって変化する人の思考・行動様式を表 2 の 5 つの自我状態
に分類し，その発生頻度をプロフィールに表すことによって
人のパーソナリティを現象的，客観的に捉えるための工夫が
施された心理検査である。50 の質問項目に 3 件法（はい：2
点，どちらでもない：1 点，いいえ：0 点）で回答すること
によって 5 つの自我状態の得点を算出し，エゴグラム・プロ
フィールを完成する。

1．年代別にみたパーソナリティの比較
1）結果
　年代別における各自我状態の平均値の差について分析した
ところ，表 3 の通り，いずれの自我状態においても有意差を
認めなかったが，全ての項目において小程度の効果量を認め
た。また，前述の通りエゴグラム・プロフィールを用いた分
析では，エゴグラムの位置，高さ，形，および特に個人の思
考・行動様式を牽引すると考えられる高位な自我状態に注目
した分析が可能となるため，以下ではその立場から検討を加
えた。なお，エゴグラム得点の平均値を用いて各世代のパー
ソナリティをエゴグラム・プロフィールに示したものが図 1
である。

2）考察
　各自我状態において有意差は認められなかったが，全ての
自我状態において小程度の効果量が見られたことから，新体

表 2　5つの自我状態

表 3　年代別にみたエゴグラム得点の平均値の比較
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操への取り組みは選手のパーソナリティの形成に何らかの影
響を与える可能性が示された。
　デュセイ（2007）に倣い，以下ではエゴグラム・プロフィー
ルに基づいた考察を加える。まずエゴグラムの位置および高
さに注目すると，中学生，高校生，大学生の順に高位となる。
エゴグラムの高さは個人の心的エネルギーの高さを象徴して
いることから，年代進行に伴い高位となる新体操選手のエゴ
グラム・プロフィールは，選手の積極性や社会性が促進され
る様子を示唆していると解釈できる（中澤ら，2018）。
　同様に，各年代におけるエゴグラムの形に焦点づけて考察
する。中学生年代のエゴグラムは AC の自我状態が最も高く，
次いで NP の自我状態が高位な AC 優位の N 型を示した。消
極性や依存性などを象徴する AC の自我状態は選手の自信の
欠如（中澤，2016）を，また 2 番目に高位な NP の自我状態か
らは周囲へ配慮する様子がうかがえる。ただし，中学生年代
が，自我の発展途上にある思春期に位置することに鑑みると，
従順な子供の自我状態と称される AC が牽引するエゴグラ
ム・プロフィールが示されたことは了解できる。落合（1998）
は，AC の自我状態は子ども時代に身につけた処世術であり，
周囲の期待に添うため，自身の本心や自由な感情を抑える「イ
イ子」であろうとする部分であると述べている。スポーツ界
では多くの場合，若年の選手たちが準備や後片付けを行うと
いった，いわゆる上意下達が慣例となっている。そのことは
新体操分野においても例外ではない。つまり，この慣例に従
う内に AC の自我状態が促進された可能性がある。また，競
技経験が浅く，技術的にも未熟な中学生年代の選手は，必然
的に先輩選手や指導者から種々の指導を享受する機会が増す。
このような背景も高位な AC の自我状態を導く一因となって
いる可能性がある。
　NP と FC の自我状態が高位な M 型のエゴグラム・プロ
フィールを示した高校生年代では，その NP の自我状態の高

さから他者思考性の強さがうかがえる。他方，中学生年代と
は異なり，AC の自我状態以上に FC の自我状態が高位となっ
たことは興味深い。この結果は，女子ハンドボール選手の 18
歳以下日本代表チームを対象とした樫塚ら（2005）の報告と重
なる。つまり，団体種目では他者との連携プレイに不可欠な
NP の自我状態が磨かれるとともに，選手個々のプレイの精度
の向上に有効な創造性や主体性の源となる FC の自我状態も
促進される可能性が示唆されたと考えられる。また，高位な
NP の自我状態においては，学年進行に伴うチーム内での社会
的立場の変化も NP の自我状態を刺激する一因となった可能
性がある。
　大学生年代は平坦型に近い右肩下がりの AC 低位型のエゴ
グラム・プロフィールであった。中でも他の 2 つの年代と
比べて成長した CP の自我状態の高さが印象的である。中学
生，高校生年代においても NP は主導的な自我状態であった
が，大学生年代では CP の自我状態も同等に高い。CP と NP
がともに親の自我状態であることを踏まえると，この年代
の選手が大人の価値観を有し，それに基づき判断を下せるよ
うになった様子が推測できる。加えて，高位な CP の自我状
態と低位な AC の自我状態から，選手の価値観や信念が強化
された様子がうかがえる。主体性や積極性の源であり，自信
の高さを示す CP や FC の自我状態が高位となる AC 低位型
は，佐藤と中里（2017）が指摘する心理的競技能力に内包され
る精神の安定・集中および自信の因子の高さを象徴している
と考えられる。また，先述の樫塚ら（2005）は，18 歳以下日
本代表の選手に比べて 20 歳以下日本代表の選手の方が，CP
と A の自我状態の得点が高いと報告している。さらに伊東ら

（2018）も競技の継続は大人の自我状態を促進する可能性を示
唆している。これらのことに鑑みると，新体操の継続は，他
の競技種目と同様に大人の自我状態を促進する一因となる可
能性がある。

図 1　年代別にみたエゴグラム・プロフィールの比較
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2．競技レベル別にみたパーソナリティの比較
1）結果
　ここでは競技レベルを 1. 国際大会出場レベル，2. 全国大会
出場レベル，3. 地区大会出場レベル，4. その他の大会出場レ
ベルの 4 つに分類し，1，2 を上位群，3，4 を下位群として
各競技レベルにおける平均値の差について分析した。その結
果は表 4 の通りであった。本分析では全ての項目において各
競技レベル間に有意差を認めなかったが，A，FC，AC の自
我状態において小程度の効果量を認めた。また，競技レベル
別にみたエゴグラム・プロフィールは図 2 の通りであった。

2）考察
　各自我状態において有意差を認めなかったが，複数の自我
状態で小程度の効果量を認めたことから，競技レベルの相違
が各選手のパーソナリティの形成に何らかの影響を与えてい
る可能性が示された。以下では，このことについてデュセイ

（2007）に従い，エゴグラム・プロフィールを用いて考察を加
える。
　まず上位群では，NP に次いで CP と FC の自我状態が高位
な M 型に近い平坦型のエゴグラム・プロフィールが示された。
高位な NP の自我状態は面倒見の良さや周囲への配慮に優れ
るといった特徴（落合，1998）を象徴しており，高位な CP の

自我状態は責任感や義務感の強さを，また FC の自我状態は
積極性などを示している。一方の下位群では，FC と AC と
いった子供の自我状態および NP の自我状態が上位群と同程
度に高い平坦型のエゴグラム・プロフィールを示した。
　育成年代のラグビー選手を対象とした中澤ら（2017）の研究
では，NP の自我状態が内包する他者尊重や自己犠牲の精神が
ラグビー選手の NP 優位なパーソナリティに影響を与えてい
る可能性があると言及している。この結果同様，他者との協
同や協調が求められる新体操の団体種目では，競技レベルに
関係なく，他者尊重や自己犠牲の心性である NP の自我状態
が促進される様子がうかがえる。
　ただし，競技場面での実力発揮に着目すると，育成年代の
サッカー選手を対象とした伊東ら（2018）および大学生のテニ
ス選手を対象とした中澤（2011）は，実力発揮の鍵を握る自我
状態として CP と FC を挙げているが，新体操の団体種目に
おいては，どちらかというと CP と NP の自我状態が重要な
役割を果たしている様子が示唆された。

Ⅳ．研究 2
目的
　先の新体操選手を調査対象者として，年代別，競技レベル
別に選手の心理的競技能力の差について検討すること。

表 4　競技レベル別にみたエゴグラム得点の平均値の比較

図 2　競技レベル別にみたエゴグラム・プロフィールの比較
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質問紙
　DIPCA.3 を用いた。DIPCA.3 は，競技場面で求められる心
理社会的スキルである心理的競技能力を診断することを目的
としており，52 の質問項目に 5 件法で回答することによって
15～ 20 分程度で完成することから使用実績の高い質問紙であ
る。その内容は，競技意欲，精神の安定・集中，自信，作戦
能力，協調性の 5 因子から構成される。また競技意欲は忍耐
力，闘争心，自己実現意欲，勝利意欲，精神の安定・集中は
自己コントロール能力，リラックス能力，集中力，自信は自
信，決断力，作戦能力は予測力，判断力，協調性は協調性の
下位尺度を有する。

1．年代別にみた心理的競技能力の比較
1）結果
　ここでは村上ら（2004）に倣い，競技意欲，精神の安定・集
中，自信，作戦能力，協調性の 5 因子に焦点づけて検討する。
中学生，高校生，大学生それぞれの心理的競技能力の平均値
の差について分散分析を施した結果，表 5 の通り自信，作戦
能力の因子において有意差を認めた。この結果を受け多重比
較を施したところ，自信の因子では中学生より高校生が，作
戦能力の因子では中学生より高校生と大学生が有意に高い値
を示した。

2）考察
　徳永（2010）は，DIPCA.3 の各因子に関して「大会参加回数
が多い選手ほど，精神の安定・集中，自信，作戦能力で優れて
いる」と述べている。本研究で対象とする新体操選手の心理的

競技能力に関する結果は，このことを支持するものとなった。
自信は小さな成功体験の積み重ねによって高まる。つまり，
ここでの結果は，梶内ら（2018）が指摘する通り，高校生・大
学生年代は中学生年代以上に競技経験が長いといった競技経
験年数の差が自信の因子に反映されたものと考えられる。
　作戦能力の因子は，競技活動を通して様々な課題を克服す
る過程において，その都度必要に応じて対策を講じる際に磨
かれるスキルである。そのため，競技経験が長い高校生，大
学生年代の方が中学生年代よりもこの因子において有意に
高い値を示したことは妥当な結果であると思われる。特に，
DIPCA.3 にある「苦しい場面でも冷静な判断ができる」といっ
た作戦能力に関する質問項目などに鑑みると，競技歴が長い
選手の方が作戦能力の因子得点が高いことも了解できる。

2．競技レベル別にみた心理的競技能力の比較
1）結果
　ここでは DIPCA.3 の 5 因子について，先述の区分に倣い競
技レベルを上位群と下位群の 2 群に分けて検討する。各心理
的競技能力の平均値の差について分析した結果，表 6 の通り
自信と作戦能力において有意差を認めた。

2）考察
　徳永と橋本（2000）や徳永ら（2000）では，競技レベル別に
心理的競技能力を比較した結果，競技レベルの高い選手ほど，
自信，作戦能力に優れることを報告しており，このことは本
研究の結果とほぼ一致する。
　新体操における様々な技の習熟度と自信の因子は密接にか

表 5　年代別にみた心理的競技能力における 5因子の平均値の比較

表 6　競技レベル別にみた心理的競技能力の平均値の比較
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かわっていると考えられる。つまり，自分の技に対する自信
がなければ不安や緊張が高まり心は乱れる。換言すれば，自
信があれば安定したパフォーマンスを発揮できる可能性が高
まると推測される。このことを裏付ける結果が，競技実績に
優れる上位群の自信の因子の高さに反映されたと考えられる。
　全てのミスが減点対象となる新体操では，各選手の技量を
踏まえた上で，より高得点が得られる可能性が高い技，また
ミスを回避できる可能性が高い技を演技に組み込む必要があ
る。当然のことながら競技レベルの向上に伴い，より高度な
技を取り入れた演技構成が求められることは周知の事実であ
る。そう考えると作戦能力の因子において，上位群のほうが
下位群以上に高い値を示したことも了解できる。

Ⅴ．研究 3
目的
　先の新体操選手を調査対象者として，年代別，競技レベル
別に社会的スキルの差について検討すること。

質問紙
　KiSS-18 を用いた。KiSS-18 は菊池（1998）によって開発され
た質問紙であり，社会生活を営むうえで必要とされる社会的
スキルを測定する尺度として幅広く用いられている。社会的
スキルは対人関係を円滑に運ぶスキルであると定義されてお
り，その得点が高いほど社会的スキルが高いことを意味する。
KiSS-18 では，18 の質問項目に「いつもそうでない（1 点）」〜

「いつもそうである（5 点）」の 5 件法で回答することにより，
問題解決スキル，トラブル処理スキル，コミュニケーション
スキルの 3 因子およびそれらを合算した総得点が算出される。

1．年代別にみた社会的スキルの比較
1）結果
　中学生，高校生，大学生それぞれの社会的スキルの平均値
の差について分析した結果，表 7 のとおり問題解決スキルの
因子において有意傾向にあることが示されたが，多重比較に
よる群間差は認められなかった。また，問題解決スキルの因
子では中程度の効果量が見られ，他の 2 因子では小程度の効
果量を認めた。

2）考察
　各項目において有意差は認められなかったが，効果量の観
点から検討すると，各因子において小から中程度の効果量が
示されていることから，年代が上がるにつれて社会的スキル
が向上する様子がうかがえる。この結果は，相川（2000）や菊
池と長濱（2008）など複数の研究において「加齢とともに社会
的スキルが向上する」という報告と重なる。また，先の伊東ら

（2018）の研究において，高校生年代の方が中学生年代よりも
問題解決スキルの因子において有意に高い値を示したことを
踏まえると，新体操の継続に伴い，特に問題解決スキルが先
行して向上する可能性が示唆された。
　問題解決スキルの質問項目の中に「他人にうまく指示を出す
こと」「他人をうまく助けられること」といった他者との協力関
係について問う質問項目が複数含まれていることから，問題
解決スキルは，特に他者との協働が不可欠となる競技スポー
ツを専門とする選手にとって重要なスキルになるものと思わ
れる。

2．競技レベル別にみた社会的スキルの比較
1）結果
　先述のとおり競技レベルを上位群と下位群に分けて各群の
平均値の差について分析した結果，表 8 の通りトラブル処理
スキルの因子において上位群の方が下位群よりも有意に高い
値を示した。

2）考察
　吉田（2002）は，レギュラー選手や競技レベルが高い選手ほ
ど高いライフスキルを獲得していると報告している。本研究
では，トラブル処理の因子において上位群が下位群以上に高
い値を示したことから，このことを一部支持する結果が示さ
れたと考えられる。
　このことについては，新体操の競技特性が関係しているも
のと思われる。つまり，新体操には演技中に声を発すると減
点となるルールがあるため，演技中，団体種目の選手は他の
チームメイトと言葉によるコミュニケーションが一切取れな
い状況に置かれている。そのためチームメイトが演技の流れ
に支障が出るようなミスを犯した場合，他の選手は周りの状

表 7　年代別にみた社会的スキルの平均値の比較



8

法政大学スポーツ研究センター紀要

況を瞬時に把握し演技構成を崩さぬよう各自で判断し対処し
なければならない。このような背景がトラブル処理スキルの
促進に影響した可能性がある。

Ⅵ．まとめ
　本研究では団体種目を専門とする新体操選手の心理特性に
ついて，3 つの研究課題への取り組みを通して以下の知見を
得た。
　年代別のエゴグラム・プロフィールについて分析した結果，
中学生年代は AC の自我状態が最も高く，次いで NP の自我
状態が高位な AC 優位の N 型，高校生年代は NP と FC の自
我状態が高位な M 型，そして大学生年代は平坦型に近い右肩
下がりの AC 低位型であることが明らかとなった。また，学
年進行に伴い CP と A といった大人の自我状態の向上を認め
たことから，新体操への取り組みは他の競技種目と同様，選
手の心理的成長を促進する可能性があることが示唆された。
　競技レベル別に選手のパーソナリティについてエゴグラ
ム・プロフィールの観点から分析した結果，上位群は NP に
次いで CP と FC の自我状態が高位な M 型に近い平坦型であ
り，下位群は FC，AC といった子供の自我状態および NP の
自我状態が同程度に高い平坦型であることが示された。また，
上位群は NP の自我状態が最高位であることから，新体操の
団体種目における実力発揮には NP の自我状態が重要な役割
を果たしていることが推察された。しかし，これまで取り組
まれてきた個人種目を主体とする競技におけるパーソナリ
ティとパフォーマンスの関係についての先行研究（例えば，中
澤，2011，2016）では，主に CP と FC の自我状態が実力発揮
の鍵概念となることが報告されており，本研究の結果はそれ
とは異なるものであった。つまり，本研究の結果から，新体
操の団体種目では CP だけでなく，NP の自我状態が実力発揮
の鍵概念となりうるという新たな視座が提出されたのである。
　年代別の心理的競技能力の平均値の差について分析した結
果，自信の因子において中学生より高校生，作戦能力の因子
において中学生より高校生と大学生の方が有意に高い値を示
した。これらの結果から，新体操は他の競技スポーツと同様，
競技経験年数と心理的競技能力は比例関係にある可能性が示
された。また，競技レベル別に心理的競技能力の平均値の差

について分析した結果，自信と作戦能力の因子において，上
位群の方が下位群より有意に高い値が示された。
　年代別の社会的スキルの平均値の差について分析した結果，
学年進行に伴う社会的スキルの向上効果が確認された。特に
問題解決スキルは，他のスキルに先行して獲得される可能性
が示された。また，競技レベル別に社会的スキルの平均値の
差について分析した結果，トラブル処理スキルにおいて上位
群の方が下位群よりも有意に高いことが明らかとなった。
　今回，各研究において有意差が認められない項目が複数
あったが，その理由の一つとして十分なサンプル数を確保で
きなかったことが挙げられる。日本体操協会（2018）が公表す
る登録人口集計表によると，小学生から社会人までの新体操
の登録選手数は男女合わせて約 1 万 2000 人である。これに対
して日本サッカー協会（2018）の登録選手数は約 91 万人，ま
た日本バスケットボール協会（2018）の登録選手数は約 63 万
人であり，これらを踏まえると新体操は相対的にみて競技人
口が少ないスポーツであることが分かる。この事実を踏まえ
ると，サンプル数の確保という課題は残るものの，中学生か
ら大学生までの幅広い年代を調査対象者として心理学的研究
を試みた本研究での取り組みは意義深いものであると考えら
れる。また今後，エゴグラムと心理的競技能力，心理的競技
能力と社会的スキル，そしてエゴグラムと社会的スキルの関
連を明らかにすることができれば，新体操とパーソナリティ
の関係をより深く探る手掛かりが得られるかもしれない。今
後は，これらの課題に積極的に取り組むことにより，当該分
野の発展に資する新たな知見の提出を目指したい。
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